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表面圧測定はつり板型表面圧測定法を用いた。水槽(容量42X 5 X 1 cm) は恒温槽として用いた陶
器製水盤内に置き、水温を一定に保った。涙液の採取には、涙液中の表面活性物質が涙液表面に多量














づき、測定は清j争水 (a) 、涙液成分を清浄水に加えたとき (b) 、水面のかわりに板ガラスをおいたとき























4.5 .9dyne / cm にあるとき、蒸発率は最低となり、平均16%であった。しかし、 0.9%生理食塩水を用
い、同量のマイボーム腺分泌物で実験した結果、蒸溜水を用いたときに比べると、閉じ表面圧では、
蒸発率は高く、表面圧が76.5dyne / cm のとき、平均44%であった。
3. 涙液中の表面活性物質による水分蒸発抑制作用

















の表面活性物質の解析を試み(眼紀: 18巻 3 号、 1967)、さらに今回は困難な量的検討を正常者と涙液
減少症についておこなって減少症においては、涙液水分と共に水溶性表面活性物質が減少している事
実、水分蒸発抑制効果を有するマイボーム腺由来の脂質は十分保有されていることを明らかにしたも
ので、これによって減少症では表面膜の張り難い条件があって、そのために蒸発を促進し、悪循環の
末、乾燥症に導かれるという機作が推定された。従って。水溶性表面活性物質を含む人工涙液の適用
が減少症に有用で、あることに根拠を与えたものである。
研究の少ないこの分野において、長年月にわたる苦心の末の本研究論文は非常に価値の高いものと
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